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第 1 章 統合新領域学府 創設の背景 

 

 

 科学的探究の中から絶え間なく生み出される知は、人類に物質的な豊かさ

をもたらすとともに、新たな学問分野の創出と発展をも促した。知が知を創

るこのスパイラルによって、人類のみならず、科学自身も高度化と進化を遂

げている。一方で、学問分野の専門分化が進み、いまや専門領域を超えた知

の交換や相互理解が困難をきたすようになりつつある。これは知的探究の反

作用ともいうべきものである。現代社会においては、一学問分野の知だけで

は解決し得ない多元的な課題が次々と生じている。いま問われているのは、

知の専門分化を受け入れながらも、それがもたらす反作用を抑え、新たな科

学的な知を産み出す知識創造の仕組みを構築することである。 

 大学院統合新領域学府は、学問の細分化によって生み出された膨大な知を

再編成し、統合的な科学のフロンティアを開拓し、新たな科学的な知や価値

を追求して、科学的な知を再編・統合するための知的探究と教育の枠組みを

構築し、高度な専門的人材の育成を図ることを目的に、2009（平成 21）年 4

月に設置された。 

 先端科学分野の専門的な知の探究と交換による「知の統合」から、新しい

知を創造することを目指し、従来の学問の縦割りでは捉え難い、複合的かつ

根源的な新しい課題に挑み、その知的成果を社会に還元するとともに、その

ような知の担い手として活躍できる高度な専門人材を育成する役割を統合新

領域学府は担っている。 

 そこで、学府設置と同時に、知の活用主体であるユーザーの視点から、ま

た感性を基盤とする人間理解の上に立って、感性価値の創造を推進する高度

な専門人材を養成する「ユーザー感性学専攻」と、自動車と先端技術、自動

車と人間や社会、自動車と環境・エネルギーなどの先端的で複合的な課題を
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知の統合によっ

て解明し、新し

いオートモーテ

ィブ社会を創造

する「オートモ

ーティブサイエ

ンス専攻」を開

設した。そして

2011 年 4 月、ユ

ーザーの視点に

立った情報の管

理・提供を行う

ことで知の創造

と継承活動を支

える、新たな「場」

に求められる高

度な専門人材を

養成する「ライブラリーサイエンス専攻」が新たにスタートし、統合新領域

学府は 3 専攻となった。いずれも日本初の大学院専攻として、現代社会や現

代の科学に問われている実在的な課題から出発するところに特徴をもつ。そ

れぞれの専攻は国際的な学術拠点として知のフロンティアを切り拓きながら

産業界の高度な人材育成への熱望に応える大学院専攻である。 

 

 

図 20-1 統合新領域学府 第 1 回入学式（2009 年） 

 

図 20-2 総合学習プラザ（伊都、写真左）旧工学部 5 号館

（箱崎、写真右）（2009 年） 
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第 2 章 ユーザー感性学専攻 
 

 

第 1 節 創設の背景 
 

 ユーザー感性学専攻設置の背景として、早くから九州大学は人間理解を深

め、技術を磨いていく基盤として「感性」をとりあげ、広範な知の再編成に

全学的に取り組んできたことがある。2004（平成 16）年 7 月には、文部科

学省科学技術振興調整費戦略的研究拠点育成プログラムにより、ユーザーを

基盤とした技術と感性の融合をめざすユーザーサイエンス機構を設立した。 

 感性を基盤とした人間理解の上に知の再生と価値創造をめざすユーザーサ

イエンス機構のとりくみを教育活動にも発展させ、大学と社会、学問と実践

の間に生き生きとした関係を創り出していくことが求められる中、「知の新世

紀を拓く」を目標に事業を展開し、九州大学と九州芸術工科大学の統合によ

る特長を活かし教育拠点を構築する、統合新領域学府ユーザー感性学専攻の

設置を行った。それは、百年の伝統を基盤とし、知のフロンティアとして進

化する新生九州大学の代表的構想の 1 つである。 

 

第 2 節 創設の経緯 
 

 ユーザーサイエンス機構の最終年となる 2009（平成 21）年に、感性を基

盤とした人間理解の上に知の再生と価値創造を目指した 5 年間の取り組みを

教育に発展させるために、ユーザー感性学専攻を設置した。当初のミッショ

ンは、1）世界の先導的な教育研究拠点の構築、2）実践型教育の実践と、大

学と社会の連携、3）リベラルアーツの履修推奨、4）大学間協働プログラム

の推進、となっている。「感性」は、幅広い含意を持つ、日本で生まれた概念
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である。この「感性」という言葉に含まれる、身体知、暗黙知、無自覚的、

統合的、非言語的という幅広い特性を含意する言語が、外国語にはない。こ

のため、学位・専攻・大学院の英語名称では「感性」をあえて翻訳せず、ユ

ーザー感性学専攻は「Department of Kansei Science」とすることが定めら

れた。 

 

第 3 節 現状と展望 
 

 ユーザー感性学専攻は、様々な知をユーザーの感性と融合させ、個人と社

会の満足を創造できる新しい高度専門人材の育成を目的としている。専任教

員は、表 20-1 のとおり、多様な学問分野から参画している。また、教員と同

様に学生においても、九州大学の学部や大学院の卒業生だけでなく、企業・

行政・NPO 等の実務に携わっていた社会人をはじめ、多様な専門性と背景

を有した人材を受け入れている。 

 修士課程のカリキュラムは、感性価値クリエーション・感性コミュニケー

ション・感性科学の 3 つのコースに分かれ、学府共通科目、特別研究、ユー

ザー感性学専攻基礎、Project Team Learning・インターンシップ、コース

科目から構成される。特に Project Team Learning は、ユーザー感性学専攻

固有の演習であり、多様な専門性を有した学生同士でチームをつくり、その

チームビルディングを実現しながら、企業や各種団体と共に実践的な社会連

携プロジェクトを推進していくものである。以上のカリキュラムを修了した

者には「感性学」あるいは「芸術工学」の修士の学位が授与される。 

 2011（平成 23）年には、ユーザー感性学専攻のさらなる発展を目指し、

博士後期課程を設立した。その際、より高度で統合的な教育研究を見据え、

修士課程における 3 つのコースを積極的に統合し、「領域」という表現を用

いている。2014 年 3 月に初めての博士後期課程修了者を輩出する見込みで

あり、今後さらに、ユーザー感性学を修得した研究者の輩出を目指す。
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第 3 章 オートモーティブサイエンス専攻 
 

 

第 1 節 創設と背景 
 

オートモーティブサイエンス専攻は、2009（平成 21）年 4 月の大学院統

合新領域学府の設立と同時に創設された。自動車は多くの科学技術領域に関

係し、経済面でも非常に大きな割合を占めている。温暖化ガスの抑制や交通

事故の低減、人にやさしい車社会の構築など、自動車社会が直面する課題は、

ますます複合化している。ところが、日本には造船や航空の学科はあったが、

自動車を専門とする本格的な大学院は存在しなかった。さらに、専門分化し

た大学教育が社会からの要請に十分に応えられていないという反省もあった。

そこで、工学、人間科学、社会科学といった諸科学を動員して、自動車を統

合的に研究し、高度な専門知識を持つ人材の育成を図ることを目指して、オ

ートモーティブサイエンス専攻が設立されることとなった。 

 

第 2 節 創設の経緯 
 
自動車の大学院という構想は、2007（平成 19）年 7 月に拡大役員会の場

で梶山千里総長から提起され、有川節夫理事により構想の実現が推進された。

自動車メーカーや福岡県などと構想の意義について協議を進めるとともに、

同年 10 月には、企画専門委員会に検討ワーキング・グループ（WG）が設置

された。2008 年 2 月、同委員会にてオートモーティブサイエンス専攻の設

置が承認され、開設に向けた具体的な作業が始まった。塩次喜代明教授を委

員長として統合新領域学府設置準備委員会が発足し、その下に同専攻責任者

会議が置かれた。同会議では、総務 WG（主査、川邊武俊教授）、教務 WG
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（主査、志堂寺和則准教授）、入試 WG（主査、石原達己教授）が設けられ、

企画部と共同で 2009 年 4 月の開設に向けた準備作業が進められた。 

 

第 3 節 現状と展望 
 

オートモーティブサイエンス専攻には基礎となる特定の学部はなく、学内

進学者に加え、他大学からも広く進学者を受け入れている。また、原則 3 年

以上の実務経験を有する社会人学生や海外留学生も受け入れている。入学定

員は修士課程 21 名（収容定員 42 名）、博士後期課程 7 名（同 21 名）となっ

ている。 

専門領域として先端材料科学、ダイナミクス、情報制御学、人間科学、社

会科学の 5 つの分野を設けている。入学者は、主専攻として上記 5 分野から

1 つを選択し、特定領域の専門性を深めていく。さらに、隣接する領域を副

専攻として学ぶことで、複眼的な視野と柔軟な思考を磨くカリキュラムとし

ている。教育で特筆すべきは、長期インターンシップである。インターンシ

ップは、創設当初から修士課程の必修科目となっており、1 年次に 3 か月の

長期に渡り実施されている。受入企業は、トヨタや日産などの国内主要自動

車メーカー、デンソーやボッシュなど国内外の主要部品メーカー、素材メー

カーや自動車関連インフラ企業など多岐にわたる。 

こうした教育体制を実現するため、専任教員として、大学院工学研究院・

システム情報科学研究院・経済学研究院、先導物質化学研究所、国際教育セ

ンターから多様な教員が参画した（表 20-1 参照）。さらに、各分野で顕著な

実績をもつ他大学の研究者を非常勤講師として迎えるとともに、トヨタ・日

産・本田技研などからも講師を招き、産官学連携体制を構築している。 

以上に加え、2012（平成 24）年 10 月からは、留学生を対象として英語の

みで専門教育をおこなう「グローバルコース」を設置し、2014 年 9 月に最

初の修士課程修了者を輩出する見込みである。
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第 4 章 ライブラリーサイエンス専攻 
 

 

第 1 節 創設の背景 
 

大学院ライブラリーサイエンス専攻の構想は、1998（平成 10）年から実

質約 10 年間にわたって附属図書館長を務めた有川節夫館長が、大学におけ

る図書館の役割、日本と外国の大学における図書館の違い等について考察す

る過程で生まれたものである。学内外の図書館関係講演会で言及されたその

構想は、2007 年 6 月に拡大役員会で紹介された後、統合新領域学府の構想

とともに拡大役員会および企画専門委員会に提案された。同年 10 月の附属

図書館商議委員会では、将来構想に関する検討委員会のもとに専門部会を設

置し、荒木啓二郎副館長を中心として専攻構想に関する検討を続けることが

議決された。2007 年度中に 14 名の委員による専門部会が 2 回開催され、専

攻の構想や理念等について様々な角度から議論がなされた。 

 

第 2 節 創設の経緯 
 

2008（平成 20）年 10 月からは丸野俊一館長が構想実現への動きを加速さ

せた。吉田素文副館長を部会長として再開された同年 12 月の第 3 回専門部

会では、2011 年度開講に向けて中心部局や参画する教員、組織のフレームワ

ークを作る必要があることを確認し、それらの資料作成のために検討ワーキ

ンググループ（WG）を水面下で立ち上げることを決定した。関係部局の教

員 8 名で始まった WG 会議は、中央図書館の館長室において 2008 年 12 月

から翌年 7 月までに 13 回開催され、会議以外にも関係者による打合せが重

ねられた。具体化された設置構想は、2009 年 8 月の企画専門委員会に附議
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され、その際に専攻設置検討 WG の設置も認められた。同 WG は 2009 年

10 月から翌年 4 月までに 3 回開催され、その間、WG 下のコアチームと担当

予定教員および関係事務部との打合せが頻繁に行われた。設置構想は 2010

年 5 月に企画専門委員会と統合新領域学府教授会で議決された後、学内外の

手続きを経て、同年 10 月末にライブラリーサイエンス専攻修士課程（入学

定員 10 名、専任教員 11 名）の開設が認可された。 

 

第 3 節 現状と展望 
 

ライブラリーサイエンス専攻は、「知の創造・継承活動」を支える「場」と

しての「ライブラリー」を科学し、ユーザーにとって真に意義ある情報の管

理・提供を実現することを理念とし、そのための人材養成とライブラリーサ

イエンスの探究を教育研究上の目的としている。その目的を果たすため、①

ユーザーのニーズと知の創造・継承プロセスを把握させる教育、②図書館情

報学と記録管理学を統合した一体教育、③情報の管理・提供を実現する情報

通信技術の教育、④情報法制と情報流通制度に関する教育、⑤情報の管理・

提供のあり方やライブラリーの新たな機能を探究させる教育、を行う。教育

課程は、特別研究、学府共通科目、基礎科目、Project Team Learning・イ

ンターンシップ科目、専門科目から構成されている。修了要件は、2 年以上

の在学による 40 単位以上の修得と、修士論文の審査および最終試験への合

格であり、修了者には「修士（ライブラリーサイエンス）」の学位が授与され

る。ライブラリーサイエンス専攻には、全国から多様な背景を持つ受験生が

集まり、1 期生として 9 名、2 期生として 14 名が入学した。専任教員には、

表 20-1 のとおり、学府・研究院制度を活用して多様な学問分野から 11 名が

参画している。今後、新しい学問領域である「ライブラリーサイエンス」を

さらに進化・発展させるため、博士後期課程（入学定員 3 名、専任教員 7 名）

を 2013（平成 25）年 4 月に設置した。
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第 5 章 統合新領域学府 現状と展望 

 

 

 大学院統合新領域学府は、学問の細分化によって生み出された膨大な知を

再編成し、統合的な新しい科学的な知や価値を追求して、現代の科学や社会

が抱える重要課題の解決に取り組むことのできる高度な専門的人材の育成を

進める独立大学院である。まず 3 つの専攻の現状を概観する。 

 ユーザー感性学専攻は、知の活用主体であるユーザーの視点から感性を基

盤とする人間理解の上に立って、感性価値の創造を推進する高度な専門人材

を養成するために、文理を超えて多様な専門領域を横断し、感性の科学的解

明から価値創造まで網羅的に修得するための実践的なプログラムを実施して

いる。修士・博士後期課程ともに、深い人間理解とユーザーの視点に立った

価値創造を先導できる人材の育成を行っている。特に修士課程では、開設以

来安定して質の高い入学者を受け入れ、幅広い分野への社会進出を果たして

いる。 

 オートモーティブサイエンス専攻は、自動車を「先端材料科学」「ダイナミ

クス」「情報制御学」「人間科学」「社会科学」の視点から捉え、先端的で複合

的な課題を知の統合によって解明し、新しいオートモーティブ社会を創造す

る高度な専門人材を養成している。 特に、長期間、学生を企業に派遣するイ

ンターンシップによる実践的な応用力や、研究活動を英語で発表する国際コ

ミュニケーション演習などで国際力を養うなど、工学から人文社会科学にま

たがる科学的な知が統合した、進展の著しい自動車産業・社会に柔軟に対応

できる確かな専門性を備えた高度な指導的技術者・研究者を輩出している。 

 ライブラリーサイエンス専攻は、ユーザーの視点に立った情報の管理・提

供を行い、知の創造と継承活動を支える新たな「場」に求められる高度な専

門人材を養成することを目的に設立され、2013（平成 25）年 3 月に初めて
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の修士課程修了生を送り出し、同年 4 月に博士後期課程を設置した。同専攻

は、図書館情報学、記録管理学を柱とし、これに法学や情報学等を加えて系

統的に編成した教育体制に重点を置き、他の専攻と同様に、社会との連携に

よる Project Team Learning などの教育プログラムを実施している。また、

新たな研究領域やキャリア形成を開拓するため、産学官の連携による講演

会・セミナー等を開催するなど、世界的な研究・教育拠点としての活動を続

けている。  

 それぞれの専攻は、国際的な学術拠点として知のフロンティアを切り拓き

ながら、産業界の高度な人材育成への熱望に応える大学院専攻である。今後

は、統合型大学院教育を継続させ、より高度化、国際化を図るとともに、新

たな専攻設置に関しても積極的に取り組むものである。
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表 20-1 担当教員一覧 

ユーザー感性学専攻 
氏 名 所 属 担当年度 
綿貫茂喜 芸術工学研究院 2009- 
森 周司 システム情報科学研究院 2009- 
樋口重和 芸術工学研究院 2009- 
丸野俊一 人間環境学研究院 2009-2011 
南 博文 人間環境学研究院 2009- 
藤枝 守 芸術工学研究院 2009- 
當眞千賀子 人間環境学研究院 2009- 
森田昌嗣 芸術工学研究院 2009- 
清須美匡洋 芸術工学研究院 2009- 
坂口光一 工学研究院 2009- 
金 兗奎 芸術工学研究院 2009- 
坂元一光 人間環境学研究院 2009- 
濵田裕子 医学研究院 2009- 
池田美奈子 芸術工学研究院 2009- 
樋口明彦 工学研究院 2009- 
曽我部春香 芸術工学研究院 2009- 
田北雅裕 人間環境学研究院 2009- 
三島美佐子 総合研究博物館 2009- 
佐藤剛史 農学研究院 2009- 
 
オートモーティブサイエンス専攻 
氏 名 所 属 担当年度 
石原達己 工学研究院 2009- 
山木準一 先導物質化学研究所 2009-2011 
村瀬英一 工学研究院 2009- 
安倍賢一 工学研究院 2009- 
川邊武俊 システム情報科学研究院  2009- 
内山 誠 工学研究院 2010- 
塩次喜代明 経済学研究院 2009-2011 
井上卓見 工学研究院 2009- 
志堂寺和則 システム情報科学研究院  2009- 
田中敬二 工学研究院 2009- 
加藤喜峰 工学研究院 2009- 

安田琢麿 工学研究院 2010- 
袈裟丸勝巳 システム情報科学研究院  2009- 
石原 亨 システム LSI 研究センター 2009- 
 システム情報科学研究院 2010- 
杉原 真 システム情報科学研究院  2011- 
中西恒夫 システム情報科学研究院  2009- 
外井哲志 工学研究院 2009- 
藤田敏之 経済学研究院 2009- 
目代武史 工学研究院 2011- 
ヒメネス・セラーノ・E 国際教育センター 2011- 
 
ライブラリーサイエンス専攻 
氏 名 所 属 担当年度 
折田悦郎 大学文書館 2011- 
酒匂一郎 法学研究院 2011- 
高野信治 比較社会文化研究院 2011- 
岡崎 敦 人文科学研究院 2011- 
三輪宗弘 附属図書館付設記録資料館 2011- 
冨浦洋一 システム情報科学研究院  2011- 
吉田素文 医学研究院 2011- 
井上 仁 情報基盤研究開発センター 2011- 
川平敏文 人文科学研究院 2011- 
石田栄美 附属図書館 2011- 
渡邊由紀子 附属図書館 2011- 

（創設～2012 年 3 月 31 日） 

 

 


